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  ５．学会発表
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７．報道機関等による研究紹介等
	




８．学部教育等でこれまで担当した講義，実習
	




９．大学院教育でこれまでに担当した講義，実習
	




































＜教育研究業績書記載上の注意事項＞
[bookmark: _Hlk195779827]①類別は、１．著書、２．原著、３．総説、４．その他、５．学会発表の順とし、各類別にはじめに外国語の論文、次に日本語の論文を、それぞれ発表の新しい年（西暦）順に整理番号を付し、各類別に1から記入する。各業績は、以下の記入例を参考に記載する。
なお、２．原著、３．総説、４．その他については、査読のあるものに限定し、インパクトファクターがある場合には、最新の値を記入する（記入例のとおり）。
また、応募者自身が「責任著者」である場合は、応募者の氏名の右に「応募者氏名（＊責任著者）」と記載する。
②掲載予定の論文には、掲載証明書のコピーを添付する。
③５．学会発表においては、はじめに国際学会発表を、次に国内学会発表を、それぞれ発表の新しい年（西暦）順に整理番号を付して記入する。記載は、招聘講演、特別講演、シンポジウム、一般演題の順とする。なお、招聘講演とは、主催者から依頼があったものとし、公募シンポジウムで採択された講演は含まない。また、発表者には＊を付す。
④業績は、全員の氏名を記載順に記載し、本人の氏名にアンダーラインを引く。
	【記入例（原著）】
欧 文
1. Tateyama T，Tsurugi J，Yakushi Y，Zinzu K，and Dainichi M
○○○○○○○ ＜論文名＞
○○○○○，241：771-773，2023 ，IF：〇〇＜発表雑誌名称等＞

2. Tsurugi J，Tateyama T（＊責任著者），Yakushi Y，Zinzu K，and Dainichi M
○○○○○○○ ＜論文名＞
○○○○○，63：162−170，2021，IF：〇〇 ＜発表雑誌名称等＞

和 文
1. 立山太郎、剣岩魚、薬師由美、鍬崎山女、神通健二、大日正
○○○○○○○ ＜論文名＞
○○○○○，52：654−660，2022 ＜発表雑誌名称等＞

2. 薬師由美、鍬崎健二、立山太郎（＊責任著者）、神通健二、大日正
○○○○○○○ ＜論文名＞
○○○○○，96：750−758，2020 ＜発表雑誌名称等＞



